


2 0 03年
『愛媛県内4大学間
インターンシップ
連絡協議会』 設立

2 0 09年
『大学コンソーシアム
えひめインターン

シップ部会』 へと移行

2 013年
聖カタリナ大学も加え
愛媛県内5大学として
発展的に事業を展開

2 018年
オンライン
申込サイト
整備

2 02 0年
コロナ禍で
愛媛大学のみ
研修参加

2 021年
・BCP策定
・新オンライン申込サイト整備
・オンライン合説実施

2 02 5年
・学部は３年次生を派遣
・タイプ３を基本とする
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対面での実施
97%

対面とオンライン
での実施 2%

オンラインでの
実施 1%

参加したインターンシップ研修は
どのような形態でしたか

はい
89%

いいえ 11%

研修に行った企業は
第一希望でしたか

はい
68%

いいえ
31%

その他 1%

研修に行った企業について
合同説明会でプレゼンを聞きましたか

不明
6%

あった
55%

なかった
39%

経営者の話を聴く機会

参加したインターンシップ研修の内容には
どのようなものが含まれていましたか

■■あった　■■なかった　■■不明

7. 地域の課題について考える機会

3. グループワークを行う機会

85% 14%

71% 25%

4%

6. 業界や職種について理解する機会

96%

4%

5. 自分の強みや課題について考える機会

67% 29%

4%

4. 自分の取り組みに対して意見やアドバイスをもらう機会

89% 10%

2. 実際の業務を体験する機会

97%

3%

1. 社員の方の話を聴く機会

1%

1%

1%

99%
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インターンシップ研修を通して
学生の就業意識が向上した
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指導にあたった
社員が成長した
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大学や学生に
自社の認知度を高められた
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インターンシップ研修生を受け入れたことで
職場が活性化した
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5大学との交流が深化した
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学生の意見や提案が
職場や仕事の改善につながった
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インターンシップ研修生の受け入れは
繁忙期の人員確保の役割を果たしている
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インターンシップ研修生の受け入れは来年度以降の
新卒採用の基本指針作成に役立っている
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インターンシップ研修生の受け入れに関する
総合的な評価

単位：事業所数
40

30

35

20

25

10

15

5

今
後
も
継
続

し
て
研
修
生

を
受
け
入
れ

た
い

ま
だ
わ
か
ら

な
い

で
き
れ
ば

や
め
た
い

来
年
度
は

受
け
入
れ

な
い

インターンシップに対する
今後の取り組み




